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衆
参
両
院
の
首
相
指
名
選

挙
が
１０
月
２１
日
行
わ
れ
、
第

１
０
４
代
首
相
に
高
市
早
苗

自
民
党
総
裁
が
選
出
さ
れ

た
。
女
性
の
首
相
就
任
は
憲

政
史
上
初
め
て
と
な
る
。

同
日
午
後
に
高
市
内
閣
が

発
足
し
、
小
泉
進
次
郎
農
林

水
産
大
臣
の
後
任
に
鈴
木
憲

和
衆
院
議
員
（
前
復
興
副
大

臣
）
が
就
い
た
。
初
入
閣
。

鈴
木
大
臣
は
２
０
０
５
年

東
京
大
学
法
学
部
卒
業
後
、

農
林
水
産
省
に
入
省
。
消
費

・
安
全
局
表
示
・
規
格
課
法

令
課
長
や
総
務
課
総
括
係
長

な
ど
を
経
て
退
官
。
１２
年
第

４６
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で

初
当
選
（
山
形
２
区
）
。
外

務
大
臣
政
務
官
、
農
林
水
産

副
大
臣
を
歴
任
し
、
２４
年
１１

月
か
ら
復
興
副
大
臣
を
務
め

た
。
現
在
５
期
目
。
１
９
８

２
年
１
月
３０
日
生
ま
れ
、
東

京
都
出
身
。

大
臣
政
務
官
に
は

山
本
啓
介
氏

こ
の
ほ
か
農
林
水
産
省
で

は
、
漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促

進
議
員
連
盟
か
ら
副
大
臣
に

根
本
幸
典
衆
議
院
議
員
、
山

下
雄
平
参
議
院
議
員
が
、
大

臣
政
務
官
に
山
本
啓
介
参
議

院
議
員
が
就
い
た
。

水
産
庁
は
令
和
７
年
度

「
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
・
海

岸
」
関
係
担
当
者
会
議
を
東

京
・
霞
が
関
の
農
林
水
産
省

７
階
講
堂
で
９
月
２４
日
開
催

し
、
都
道
府
県
の
担
当
者
を

は
じ
め
関
係
省
、
研
究
機
関
、

関
係
団
体
が
出
席
し
た
。

開
催
に
際
し
、
中
村
隆
漁

港
漁
場
整
備
部
長
が
挨
拶
し

た
。
漁
政
部
企
画
課
の
担
当

者
が
「
海
洋
環
境
の
急
激
な

変
化
を
踏
ま
え
た
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
説

明
し
た
後
、
各
事
業
を
担
当

す
る
漁
港
漁
場
整
備
部
３
課

の
課
長
と
担
当
官
か
ら
各
課

の
業
務
の
総
括
的
な
説
明
と

令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求

や
所
管
す
る
事
業
の
内
容
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

計
画
・
海
業
政
策
課
は
①

令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求

②
漁
港
機
能
増
進
事
業
③
海

業
振
興
④
放
置
艇
対
策
等
⑤

漁
港
施
設
等
活
用
事
業
⑥
漁

港
漁
場
整
備
長
期
計
画
及
び

事
業
評
価
等
⑦
漁
村
整
備
、

漁
港
協
力
団
体
―
―
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

事
業
課
は
①
漁
港
漁
場
関

係
補
助
事
業
の
実
施
②
新
技

術
等
の
活
用
促
進
③
厳
し
い

環
境
条
件
下
に
お
け
る
サ
ン

ゴ
礁
の
面
的
保
全
・
回
復
技

術
開
発
実
証
事
業
④
藻
場
保

全
・
創
造
に
向
け
た
取
組
⑤

海
藻
付
き
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の

無
償
提
供
⑥
令
和
７
年
度
磯

焼
け
対
策
全
国
協
議
会
の
取

組
事
例
報
告
の
募
集
⑦
水
産

基
盤
整
備
調
査
委
託
事
業
⑧

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
漁
場
整
備
事

業
の
実
施
状
況
・
効
果
、
直

轄
糸
満
漁
港
整
備
事
業
（
漁

業
取
締
船
用
岸
壁
の
整
備
）

⑨
会
計
実
地
検
査
―
―
に
つ

い
て
説
明
。

防
災
漁
村
課
は
①
漁
港
海

岸
事
業
②
災
害
復
旧
（
漁
港

関
係
災
害
復
旧
等
事
業
、
災

害
発
生
時
の
初
動
体
制
、
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
か
ら

の
復
旧
に
係
る
対
応
）
③
防

災
漁
村
課
所
管

非
公
共
事

業
（
漁
場
生
産
力
・
水
産
多

面
的
機
能
強
化
対
策
事
業
、

浜
の
活
力
再
生
・
成
長
促
進

交
付
金
、
離
島
漁
業
再
生
支

援
等
交
付
金
、
浜
プ
ラ
ン
・

渚
泊
の
推
進
）
―
―
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

閉
会
挨
拶
は
渡
邉
浩
二
計

画
・
海
業
政
策
課
長
が
行
っ

た
。

漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
か
ら
は
鈴
木
俊
一

会
長
を
は
じ
め
８
名
が
自
民

党
役
員
に
就
任
、
６
名
が
入

閣
し
た
。

＜

自
民
党
役
員＞

麻
生
太
郎
副
総
裁
、
鈴
木

俊
一
幹
事
長
、
鈴
木
貴
子
広

報
本
部
長
、
梶
山
弘
志
国
会

対
策
委
員
長
、
松
山
政
司
参

議
院
議
員
会
長
、
石
井
準
一

参
議
院
幹
事
長
、
山
本
順
三

参
議
院
政
策
審
議
会
長
、
磯

崎
仁
彦
参
議
院
国
会
対
策
委

員
長

＜

高
市
内
閣＞

※

敬
称
略

・
総
務
大
臣

林
芳
正

・
法
務
大
臣

平
口
洋

・
経
済
産
業
大
臣

原
子
力

経
済
被
害
担
当

Ｇ
Ｘ
実
行

推
進
担
当

産
業
競
争
力
担

当

国
際
博
覧
会
担
当

内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
原
子

力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援

機
構
）

赤
澤
亮
正

・
国
土
交
通
大
臣

水
循
環

政
策
担
当

国
際
園
芸
博
覧

会
担
当

金
子
恭
之

・
復
興
大
臣

福
島
原
発
事

故
再
生
総
括
担
当

防
災
庁

設
置
準
備
担
当

国
土
強
靱

化
担
当

牧
野
た
か
お

・
日
本
成
長
戦
略
担
当

賃
上

げ
環
境
整
備
担
当

ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
担
当

全
世
代
型

社
会
保
障
改
革
担
当

感
染

症
危
機
管
理
担
当

内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政

政
策

規
制
改
革
）
城
内
実

９
月
２６
日
、
国
際
一
本
釣

り
財
団
（In

tern
atio

n
al

P

o
le

an
d

L
in

e
F
o
u
n
d
atio

n
:
IP

N
L

F

）
の
マ
ー
テ
ィ

ン
・
パ
ー
ヴ
ェ
ス
（M

arti

n
P
u
rv

es

）
常
務
と
東
海

大
学
李
銀
姫
准
教
授
が
（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
を

来
訪
し
た
。
国
際
一
本
釣
り

財
団
は
、
環
境
へ
の
影
響
が

少
な
く
持
続
可
能
で
社
会
的

責
任
あ
る
マ
グ
ロ
類
の
一
本

釣
り
漁
業
・
手
釣
り
漁
業
・

小
規
模
漁
業
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
慈
善
団
体
。
２

０
１
２
年
に
、
モ
ル
デ
ィ
ブ

の
か
つ
お
一
本
釣
り
漁
業
を

支
援
す
る
目
的
で
、
イ
ギ
リ

ス
で
設
立
さ
れ
た
。
現
在
は

「
一
本
の
釣
り
針
、
一
本
の

釣
り
糸
に
、
一
匹
の
魚
（o

n
e

h
o
o
k
,o

n
e

lin
e,o

n
e

fi

sh
at

a
tim

e

）」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
活
動
し
て
お

り
、
漁
業
者
の
み
な
ら
ず
流

通
、
小
売
の
会
社
も
運
動
に

加
わ
り
、
活
動
範
囲
を
世
界

中
に
広
め
て
い
る
。
今
回
の

来
日
の
目
的
は
、
日
本
に
お

け
る
小
規
模

漁
業
の
管
理

や
支
援
、
漁

村
活
性
化
等

に
関
す
る
政

策
、
仕
組
み

に
つ
い
て
学

び
、
世
界
の

小
規
模
漁
業

の
支
援
に
役

立
て
る
た
め

と
の
こ
と
。

協
会
で
は

田
中
郁
也
会

長
か
ら
協
会

の
目
的
、
組

織
、
活
動
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
し
た
後
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
マ
ー
テ
ィ
ン
氏
か

ら
は
、
国
か
ら
協
会
へ
の
財

政
支
援
の
有
無
、
漁
業
現
場

と
当
協
会
の
関
係
な
ど
に
つ

い
て
質
問
が
あ
っ
た
。
マ
ー

テ
ィ
ン
氏
は
か
つ
て
南
ア
フ

リ
カ
共
和
国
政
府
で
外
国
漁

船
の
監
督
業
務
を
し
て
お

り
、
２
０
１
６
年
か
ら
現
職

に
就
任
し
た
。

氏
は
協
会
訪
問
の
後
、
愛

媛
県
愛
南
町
等
の
漁
業
現
場

の
訪
問
、
大
阪
で
開
催
さ
れ

た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
シ
ー
フ
ー

ド
・
サ
ミ
ッ
ト
で
の
講
演
、

東
海
大
学
で
の
セ
ミ
ナ
ー
で

の
講
演
等
の
日
程
を
こ
な
し

帰
国
し
た
。

一
般
社
団
法
人
大
分
県
漁

港
漁
場
協
会
（
副
会
長
・
中

根
隆
文
（
大
分
県
漁
業
協
同

組
合
代
表
理
事
組
合
長
）
）

は
、
９
月
９
日
午
前
１１
時
か

ら
大
分
県
水
産
会
館
に
お
い

て
、
令
和
７
年
度
定
時
総
会

を
開
催
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
中
根
副
会

長
か
ら
「
昨
年
７
月
、
水
産

会
館
に
事
務
局
を
置
き
県
漁

協
が
事
務
を
受
託
し
て
１
年

が
経
過
し
た
。

水
産
業
を
取
り
巻
く
情
勢

は
、
海
洋
環
境
の
激
変
に
伴

う
資
源
の
減
少
、
担
い
手
の

不
足
や
高
齢
化
な
ど
厳
し
い

も
の
が
あ
る
が
、
漁
業
や
漁

村
を
守
る
た
め
に
は
、
激
甚

化
す
る
自
然
災
害
に
対
す
る

防
災
・
減
災
対
策
を
早
急
に

講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
資
源
の
適
切
な
管

理
や
増
養
殖
の
推
進
に
よ
り

本
県
水
産
業
の
成
長
産
業
化

を
図
り
、
輸
出
の
促
進
な
ど

に
よ
る
販
売
力
の
強
化
、
海

業
に
よ
る
沿
岸
地
域
の
活
性

化
な
ど
も
重
要
。
当
協
会
は

微
力
だ
が
、
水
産
庁
や
大
分

県
の
指
導
を
い
た
だ
き
、
全

国
協
会
や
各
県
協
会
と
連
携

し
、
予
算
の
確
保
や
政
策
提

案
、
関
連
行
事
へ
の
参
加
等

の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
高
原
裕

一
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

防
災
海
岸
課
水
産
施
設
災
害

対
策
室
長
、
渕
野
勇
農
林
水

産
部
長
（
大
塚
猛
大
分
県
農

林
水
産
部
水
産
担
当
審
議
監

代
読
）、
田
中
郁
也
（
公
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
が

祝
辞
を
述
べ
た
。

森
崎
真
吾
蒲
江
地
区
漁
港

漁
場
整
備
協
力
会
会
長
を
議

長
と
し
て
議
事
に
入
り
、
令

和
６
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
の
承
認
と
令
和
７
年

度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

（
案
）
並
び
に
会
費
（
案
）

の
承
認
に
つ
い
て
、
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に
つ

い
て
、
全
議
案
と
も
原
案
通

り
承
認
し
た
。

総
会
終
了
後
、
理
事
会
を

開
催
し
、
中
根
隆
文
会
長（
大

分
県
漁
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
）
、
石
川
正
史
副

会
長
（
津
久
見
市
長
）
、
冨

高
国
子
副
会
長
（
佐
伯
市

長
）、
本
庄
新
専
務
理
事
（
大

分
県
漁
業
協
同
組
合
嘱
託
）

が
選
任
さ
れ
た
。

大
日
本
水
産
会
（
枝
元
真

徹
会
長
）
は
１０
月
９
日
開
催

し
た
水
産
功
績
者
表
彰
委
員

会
で
令
和
７
年
度
水
産
功
績

者
３６
名
を
決
定
し
た
。
�
吉

晋
吾
全
国
漁
港
漁
場
協
会
顧

問
ら
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

水
産
功
績
者
表
彰
は
明
治

２３
年
に
ス
タ
ー
ト
。
昨
年
ま

で
に
３
３
７
２
人
が
表
彰
さ

れ
て
い
る
。

今
回
の
内
訳
は
沿
岸
漁
業

６
名
、
沖
合
・
遠
洋
漁
業
１０

名
、
増
養
殖
・
内
水
面
２
名
、

流
通
・
加
工
・
冷
凍
５
名
、

金
融
・
保
険
・
共
済
２
名
、

研
究
開
発
５
名
、
漁
場
漁
港

１
名
、
水
産
全
般
４
名
、
特

別
表
彰
１
名
、
合
計
３６
名
。

表
彰
式
は
１１
月
２６
日
午
前

１０
時
３０
分
か
ら
東
京
・
赤
坂

の
赤
坂
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
Ａ

Ｉ
Ｒ
で
行
わ
れ
る
。
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漁港は魚の保育園

左から李准教授、マーティン氏、田中会長、
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農
水
大
臣
に
鈴
木
憲
和
氏

�吉吉顧顧問問にに
水水産産功功績績者者表表彰彰

鈴木農水大臣

国国際際一一本本釣釣りり財財団団がが来来訪訪

田中会長と意見交換

根根本本幸幸典典氏氏

山山下下雄雄平平氏氏

がが副副大大臣臣にに

漁 港 漁 場 月 報

�吉顧問

漁
港
漁
場
漁
村

整
備

促
進

議
員
連
盟
か
ら
６
名
が
入
閣

令

和

７
年
度

定
時
総
会
を
開
催

大
分
県
漁
港
漁
場
協
会

「
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
・
海
岸
」

関
係
担
当
者
会
議
を
開
催

水産庁

大分県漁港漁場協会の総会の様子

漁港漁場月報のバックナンバーは

左のＱＲコードから読むことができます


�� �����



（
一
社
）
福
岡
県
漁
港
漁

場
協
会
（
会
長
・
佐
藤
政
俊

福
岡
県
漁
業
協
同
組
合
連
合

会
代
表
理
事
会
長
）
は
、
９

月
２７
日
「
福

岡
県
中
小
企

業
振
興
セ
ン

タ
ー
」
に
お

い
て
、
令
和

７
年
度
漁
港

漁
場
関
係
研

修
会
を
開
催

し
た
。

研
修
会
に

は
、
漁
協
職

員
、
自
治
体

の
担
当
職
員

及
び
水
産
関

係
団
体
等
３０

名
が
参
加
し

た
。主

催
者
を
代
表
し
た
佐
藤

会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
講
義

が
行
わ
れ
た
。

研
修
は
、
①
株
式
会
社
道

の
駅
む
な
か
た
の
中
野
和
久

代
表
取
締
役
駅
長
が
、
「
道

の
駅
む
な
か
た
」
を
運
営
す

る
上
で
の
日
頃
か
ら
の
基
本

方
針
や
取
組
み
、
今
後
更
に

成
長
し
て
い
く
為
の
新
し
い

試
み
に
つ
い
て
②
（
一
社
）

水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ

ー
小
松
英
則
調
査
役
が
、
水

産
基
盤
施
設
の
日
常
点
検
に

お
い
て
、
新
技
術
（
ド
ロ
ー

ン
や
レ
ー
ザ
ー
機
器
等
）
を

用
い
た
点
検
方
法
に
関
し
て

説
明
し
た
。

ま
た
、
③
（
一
財
）
漁
港

漁
場
漁
村
総
合
研
究
所
第
二

調
査
研
究
部
の
當
舎
親
典
主

任
研
究
員
は
、
魚
の
追
跡
調

査
デ
ー
タ
を
基
に
設
置
し
た

造
成
漁
場
の
効
果
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

参
加
者
は
み
な
、
熱
心
に

講
義
内
容
に
聴
き
入
り
、
充

実
し
た
研
修
会
と
な
っ
た
。

（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建

設
協
会
（
岡
貞
行
会
長
）
は

「
第
２６
回
セ
ミ
ナ
ー
」
を
１１

月
２５
日
（
火
）の
１４
時
よ
り
、

石
川
県
金
沢
市
に
お
い
て
開

催
す
る
。
同
時
に
オ
ン
ラ
イ

ン
で
も
配
信
す
る
。

テ
ー
マ
は
「
能
登
半
島
地

震
災
害
か
ら
の
早
期
復
興
を

応
援
し
よ
う
！
」。

昨
年
元
日
の
能
登
半
島
地

震
に
お
い
て
発
生
し
た
地
盤

隆
起
や
津
波
、
火
災
等
に
よ

る
地
域
住
民
の
生
活
や
イ
ン

フ
ラ
、
経
済
活
動
へ
の
大
き

な
被
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

に
向
け
た
思
い
や
、
現
在
進

め
ら
れ
て
い
る
様
々
な
取
り

組
み
に
焦
点
を
当
て
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
経
験
・

知
見
を
共
有
す
る
場
と
し
て

も
期
待
さ
れ
る
。

開
催
日
時
、
会
場
、
講
演

内
容
は
次
の
と
お
り
。

日
時‥

１１
月
２５
日
（
火
）

１４
時
～
１６
時
３０
分

会
場‥

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン

シ
テ
ィ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
金

沢
駅
西
口
「
ホ
ー
ル
２
Ｃ
」

石
川
県
金
沢
市
広
岡
２
丁

目
１３
―
３３
Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
西

第
三
Ｎ
Ｋ
ビ
ル

＜

講
演
内
容＞

講
演
１
「
輪
島
朝
市
の
再

開
に
向
け
て
（
仮
）
」
南
谷
良

枝
商
店
店
長

南
谷
良
枝
氏

講
演
２
「
石
川
県
の
水
産

業
及
び
漁
港
の
復
旧
・
復
興

に
向
け
た
取
組
」
石
川
県
農

林
水
産
部
次
長
兼
水
産
課
長

藤
原
孝
浩
氏

講
演
３
「
水
産
庁
に
お
け

る
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
支

援
・
取
組
に
つ
い
て
」
水
産

庁
漁
港
漁
場
整
備
部
防
災
漁

村
課
水
産
施
設
災
害
対
策
室

長

高
原
裕
一
氏

講
演
４
「
東
日
本
大
震
災

時
に
お
け
る
発
注
者
と
し
て

の
経
験
」
（
株
）
ア
ル
フ
ァ

水
工
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
専
務

執
行
役
員
兼
盛
岡
事
務
所
長

阿
部
幸
樹
氏

申
込
締
切
は
、
１１
月
１４
日

（
金
）
と
な
っ
て
お
り
、
会

場
受
講
に
つ
い
て
は
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
る
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
事
務
局
の
（
一
社
）
全
日

本
漁
港
建
設
協
会
で
受
け
付

け
る
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ‥

０３
―
６
６
６
１

―
１
１
５
５

Ｆ
Ａ
Ｘ‥

０３
―
６
６
６
１

―
１
１
６
６

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ‥

in
fo

@
zen

g
y
o
k
en

.jp

担
当‥

國
武
、
田
原

な
お
、
同
セ
ミ
ナ
ー
は
全

国
土
木
施
工
管
理
技
士
会
連

合
会
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
（
継
続
学

習
）
の
対
象
講
座
と
な
っ
て

い
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

で
の
受
講
は
対
象
外
と
な

る
。 熊

本
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
堀
江
隆
臣
上
天
草

市
長
）
は
、
１０
月
９
日
午
後

４
時
か
ら
、
熊
本
市
の
「
Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
熊
本
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
」
に

お
い
て
、
令
和
７
年
度
通
常

総
会
を
開
催
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
堀
江
会
長

か
ら「
本
県
で
は
８
年
ぶ
り
、

大
会
形
式
で
は
令
和
元
年
以

来
６
年
ぶ
り
と
な
る
九
州
地

区
漁
港
漁
場
大
会
を
本
年
７

月
２４
日
に
開
催
し
た
。
九
州

各
県
か
ら
約
２
９
０
名
、
本

県
か
ら
は
約
２
７
０
名
の
計

約
５
６
０
名
の
方
々
に
御
参

加
い
た
だ
き
、
成
功
裏
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。
引
き

続
き
、
本
県
水
産
業
の
振
興

と
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て
、

国
に
対
す
る
要
望
活
動
を
は

じ
め
、
各
種
事
業
を
積
極
的

に
展
開
し
て
参
り
た
い
」
と

挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
渡
邉
浩

二
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

計
画
・
海
業
政
策
課
長
、
那

須
博
史
熊
本
県
農
林
水
産
部

水
産
局
長
、
田
中
郁
也
（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
長

が
祝
辞
を
述
べ
た
。

堀
江
会
長
を
議
長
と
し
て

議
事
に
入
り
、
令
和
７
年
度

九
州
地
区
漁
港
漁
場
大
会
決

算
報
告
及
び
剰
余

金
処
分
（
案
）
、

令
和
６
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決

算
並
び
に
剰
余
金

処
分
（
案
）
、
令

和
７
年
度
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算

（
案
）
、
役
員
の

補
欠
選
任
（
案
）

が
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

ま
た
、
役
員
の
補
欠
選
任

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
監

事
の
山
崎
秀
典
苓
北
町
長
と

新
し
く
�
岡
利
治
水
俣
市
長

が
理
事
に
、
末
松
直
洋
宇
城

市
長
が
新
し
く
監
事
に
選
任

さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
水
産
庁
の

渡
邉
課
長
よ
り
「
漁
港
漁
場

漁
村
に
係
る
取
組
み
」
に
つ

い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
、
出

席
者
は
熱
心
に
聴
講
し
た
。

一
般
財
団
法
人
漁
港
漁
場

漁
村
総
合
研
究
所
は
、
第
１９

回
調
査
研
究
発
表
会
を
１１
月

２８
日
（
金
）
に
開
催
す
る
。

漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研
究

所
は
、
漁
港
、
漁
場
、
漁
村

に
お
け
る
様
々
な
要
請
に
対

応
し
、
先
端
的
な
研
究
・
技

術
開
発
を
行
っ
て
お
り
、
研

究
所
の
活
動
を
通
じ
て
得
ら

れ
た
研
究
・
技
術
等
を
一
般

の
方
々
に
情
報
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
一
年
に
一

回
調
査
研
究
成
果
発
表
会
を

開
催
し
て
い
る
。

第
１９
回
調
査
研
究
発
表
会

の
テ
ー
マ
は
「
さ
あ
考
え
よ

う
！
こ
れ
か
ら
の
み
な
と
づ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
～
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
な
漁
港
・
漁
村

づ
く
り
～
」
と
し
て
い
る
。

第
一
部
で
５
題
の
論
文
発

表
の
後
、
第
二
部
「
さ
あ
考

え
よ
う
！
こ
れ
か
ら
の
み
な

と
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
～

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
漁
港
・

漁
村
づ
く
り
～
」
を
行
う
。

片
石
温
美
中
央
大
学
研
究

開
発
機
構
教
授
（
客
員
）
に

よ
る
基
調
講
演
「
こ
れ
か
ら

の
漁
港
・
漁
村
を
考
え
よ

う
！
」
、
林
浩
志
漁
村
総
研

第
１
調
査
研
究
部
部
長
に
よ

る
話
題
提
供
「
漁
港
・
漁
村

づ
く
り
に
関
係
し
た
近
年
の

動
き
」
の
講
演
の
後
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移

り
、

片
石
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

よ
り
、
６
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト

に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
う
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
塩
谷
俊

之
新
湊
漁
業
協
同
組
合
代
表

理
事
組
合
長
、
黒
羽
秀
昌
逗

子
市
市
民
経
済
課
課
長
、
伊

藤
敏
朗
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｎ

Ｋ
代
表
、
李
銀
姫
東
海
大
学

海
洋
学
部
海
洋
学
研
究
科
准

教
授
、
中
西
豪
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
計
画
・
海
業
政

策
課
課
長
補
佐
、
伊
藤
靖
漁

村
総
研
常
務
理
事
。

日
時
、
場
所
等
は
次
の
と

お
り
。

【
日
時
】
令
和
７
年
１１
月
２８

日（
金
）１０
：
００
～
１７
：
００
）

【
会
場
】
全
電
通
労
働
会
館

全
電
通
ホ
ー
ル
（
東
京
都
千

代
田
区
神
田
駿
河
台
三
丁
目

６
）
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

配
信
有
り
。

【
参
加
費
】
無
料

【
会
場
定
員
】
３
０
０
名

参
加
申
し
込
み
は
、
１１
月

１７
日
（
月
）
ま
で
に
漁
村
総

研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
込
フ

ォ
ー
ム
も
し
く
は
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
。
問
い
合
わ
せ

は
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０３
―
３
５
２
７
―

３
０
１
０
（
當
舎
、
竹
山
、

金
刺
）
ま
で
。

第
２９
回
海
岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
、
１１
月
２７
日
（
木
）
午

後
１
時
か
ら
星
陵
会
館
（
東

京
都
千
代
田
区
永
田
町
２
―

１６
―
２
）
に
お
い
て
開
催
さ

れ
る
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

全
国
漁
港
海
岸
防
災
協
会
、

全
国
農
地
海
岸
保
全
協
会
、

港
湾
海
岸
防
災
協
議
会
及
び

（
一
社
）
全
国
海
岸
協
会
の

４
団
体
で
構
成
す
る
全
国
海

岸
事
業
促
進
連
合
協
議
会

（
会
長
・
磯
部
雅
彦
高
知
工

科
大
学
名
誉
教
授
・
東
京
大

学
名
誉
教
授
）
が
、
農
林
水

産
省
と
国
土
交
通
省
の
後
援

を
得
て
毎
年
開
催
し
て
い

る
。
令
和
７
年
度
は
「
気
候

変
動
を
踏
ま
え
た
海
岸
保
全

対
策
」
を
テ
ー
マ
に
、
気
候

変
動
に
係
る
最
新
の
動
向
や

研
究
・
検
討
状
況
や
、
全
国

の
海
岸
で
の
先
進
的
な
取
組

等
を
関
係
者
間
で
共
有
し
、

も
っ
て
今
後
の
気
候
変
動
を

踏
ま
え
た
海
岸
保
全
対
策
を

効
果
的
に
推
進
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
事
例
を
紹

介
す
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
演
内

容
は
２
部
制
と
し
、
第
１
部

は
、
大
学
、
行
政
関
係
者
に

よ
る
特
別
講
演
を
行
い
、
第

２
部
は
、
地
方
自
治
体
及
び

民
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
海
岸
保

全
対
策
に
つ
い
て
の
事
例
紹

介
を
行
う
。

講
演
内
容
は
次
の
通
り
。

＊
基
調
講
演‥

気
候
変
動
の

動
向
及
び
適
応
策
等
に
関
す

る
研
究
に
つ
い
て
（
京
都
大

学
防
災
研
究
所
森
信
人
教

授
）

＊
特
別
講
演‥

「
日
本
の
気

候
変
動
２
０
２
５
」
等
に
よ

る
気
候
変
動
の
最
新
動
向
に

つ
い
て
（
気
象
庁

大
気
海

洋
部

気
象
リ
ス
ク
対
策
課
）

＊
事
例
紹
介‥

気
候
変
動
を

踏
ま
え
た
施
設
整
備
や
景
観

に
配
慮
し
た
施
設
整
備
に
つ

い
て
（
東
京
都
港
湾
局
）

＊
事
例
紹
介‥

農
地
海
岸
に

お
け
る
気
候
変
動
を
踏
ま
え

た
海
岸
保
全
基
本
計
画
の
検

討
に
つ
い
て
（
熊
本
県
農
林

水
産
部
）

＊
事
例
紹
介‥

高
知
海
岸
に

お
け
る
気
候
変
動
を
踏
ま
え

た
海
岸
保
全
対
策
に
つ
い
て

（
高
知
河
川
国
道
事
務
所
）

な
お
、
参
加
費
は
無
料
。

問
い
合
わ
せ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
し

込
み
は
港
湾
海
岸
防
災
協
議

会（
〒
１
０
７
―
０
０
５
２
）

東
京
都
港
区
赤
坂
３
―
３
―

５
住
友
生
命
山
王
ビ
ル
８
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
代
）
０３
―
５
５
４

９
―
９
５
７
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０３

―
５
５
４
９
―
９
５
７
６
）

ま
た
は
、
港
湾
海
岸
防
災

協
議
会
Ｈ
Ｐ
海
岸
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
申
込
サ
イ
ト
よ
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。h

ttp
s

:

//w
w

w
.K

aib
o
u
k
y
o
.jp

/

１１
月
１３
日
（
木
）
締
め
切

り
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
土

木
学
会
継
続
教
育（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
を
受
け
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

令
和
７
年
１０
月
１
日
に
平

戸
市
市
制
施
行
２０
周
年
記
念

式
典
が
、
平
戸
文
化
セ
ン
タ

ー
大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ

た
。
式
典
に
は
約
３
７
０
名

が
参
加
し
、
漁
業
関
係
で
は

市
内
各
漁
協
組
合
長
、
（
一

社
）
水
産
土
木
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー
川
口
和
宏
常
務
理

事
、
（
公
社
）
全
国
漁
港
漁

場
協
会
田
中

郁
也
会
長
が

出
席
し
た
。

現
在
の
平
戸
市
は
、
平
成
１７

年
１０
月
１
日
に
１
市
２
町
１

村
が
合
併
し
誕
生
し
た
。

式
典
で
は
、
来
賓
と
し
て
、

大
石
賢
吾
長
崎
県
知
事
、
外

間
雅
弘
長
崎
県
議
会
議
長
、

古
賀
友
一
郎
参
議
院
議
員
、

金
子
原
二
郎
元
長
崎
県
知
事

が
祝
辞
を
述
べ
た
。ま
た
、２０

周
年
を
記
念
し
て
、
指
揮
者

で
平
戸
市
名
誉
大
使
を
務
め

る
西
本
智
実
氏
、
大
相
撲
で

活
躍
し
て

い
る
平
戸

海
関
、
長

崎
大
学
病

院
国
境
を

越
え
た
地

域
医
療
支

援
機
構
に

対
し
特
別

表
彰
が
授

与

さ

れ

た
。
式
典

で
は
、
４
期
１６
年
に
わ
た
り

市
長
を
務
め
た
黒
田
成
彦
市

長
よ
り
、
平
戸
市
制
２０
年
の

振
り
返
り
と
題
し
、
市
政
全

般
に
わ
た
る
具
体
的
な
取
組

や
成
果
等
に
つ
い
て
発
表
が

行
わ
れ
た
。
な
お
、
全
国
漁

港
漁
場
協
会
及
び
長
崎
県
漁

港
漁
場
協
会
で
は
、
本
年
１１

月
末
に
長
崎
県
下
で
予
定
さ

れ
て
い
る
漁
港
議
連
視
察
の

事
前
調
査
を
あ
わ
せ
て
行
っ

た
。

（
十
月
一
日
付
）

計
画
・
海
業
政
策
課
海
業

専
門
官
（
事
業
課
漁
港
漁
場

専
門
官
）
鈴
木
航
▽
計
画
・

海
業
政
策
課
総
括
班
調
整
係

長
（
水
産
研
究
・
教
育
機
構

総
務
部
経
理
課
主
任
）
西
田

美
紀

��������	
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熊本県漁港漁場協会の総会の様子

平
戸
市
市
制
施
行
２０
周
年

漁
港
漁
場
関
係
研
修
会

令

和

７
年
度

～
記
念
式
典
を
開
催
～

福
岡
県
漁
港
漁
場
協
会

福岡県漁港漁場協会の研修会の様子

約３７０名が式典に参加した

挨拶する黒田市長

通常総会を開催
熊本県漁港漁場協会

水水水水水
産産産産産
庁庁庁庁庁
人人人人人
事事事事事
異異異異異
動動動動動

令和７年度

漁 港 漁 場 月 報

１１
月
に
第
２６
回
セ
ミ
ナ
ー

海
岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

（
一
社
）全
日
本
漁
港
建
設
協
会

全
国
海
岸
事
業
促
進
連
合
協
議
会

開開開開開開開開開催催催催催催催催催
案案案案案案案案案内内内内内内内内内

１１
月
に
調
査
研
究
成
果
発
表
会

（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁
村
総
合
研
究
所
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